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日本産淡水魚類の線虫類：総説

嶋津　　武＊

NematodesoffreshwaterfishesinJapan：areView

TakeshiSHIMAZU＊

Abstract：Nematodes reported as adults from freshwater fishesinJapanare

reviewedfromtheliterature・KnowledgeisassembledofthetaxonoI？y，host（S），life

CyCle，eCOlogy，geOgraphicaldistributioninJapan，etC．，foreachspecleSOfthem．

Keywords：nematOdes，freshwaterfishes，reView，Japan．

日本列島に産する淡水動物からは多種類の寄生

虫が報告されている。本稿では，その寄生虫のう

ち，魚類に成虫期が寄生する線虫類について，分

煩，宿主，生活史，生態，地理的分布などに関す

る調査研究の成果を文献に基づいてまとめている。

本稿の目的は，これらの分野の現有知識を収集し，

文献目録も兼ねることによって，今後の調査研究

に資することにある。したがって，個別事項に関

してはあまり立ち入った論議をしていない。

線虫類には動植物に内部寄生するものと自由生

活をするものとがいる。その上位分類群のとり方

は研究者によって異なる。ここでは，線虫綱

（Class Nematoda）として，主にMoravec

（1994）の分煩体系に従っている。この分類体系

の基礎は“CIHKeystotheNematodeParasites

ofVertebrates，Nos∴卜10”（1974－1983）にあり，

このシリーズについてはMoravec（1994）の文

献表を見られたい。

日本で新種として記載された種の異名もできる
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だけ掲げている。生活史に関しては，日本以外で

の研究成果にも触れている。筆者の未発表資料を

のぞいて，1998年9月までに印刷公表された成果

を引用している。宿主名は標準和名であたえるが，

紛らわしい場合には学名もそえる。

日本産淡水動物は上野（1973）に詳しいが，そ

こには寄生生物も概説されている。小林（1935）

は，日本産淡水魚類とその寄生虫について当時の

知識をまとめた。目録あるいは文献集としてほ，

Kamegai andIchihara（1972），江草・中島

（1973），Nagasawa et al．（1987，1989），Wa－

kabayashi（1994）などが役に立つ。Anderson

（1992）とMoravec（1994）は，線虫叛の生活史

に関する研究成果がまとめ，著者らの解釈も述べ

ている。サケ科魚叛の線虫類についてはMar－

golis（19時1982）も参照されたい。

線虫綱（ClassNematoda）

Adenophorea亜網

Enoplida目

Trichuroidea上科
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Capillariidae科

CQilldria moBumdaeYamaguti，1941

Yamaguti（1941）は，京都府巨椋池のドソコ

（ハゼ科）の腸からえた雌成虫に基づいて本種を

記載した。その後，本種に関する研究はない。

Moravec（1987）は，雄が知られていないこと，

Yamagutiの原記載が不十分であること，などを

理由にして，本種を未確定種としている。

」托純血C卸ブ勉γぬ（克ゐ物OC卸gJおγぬ）5αわ誠扇

（Polyansky，1952）Moravec，1982

（＝Cqpilhlria salveliniPolyansky，1952；C．cu一

正敏αZhukov，1960）

本種の分類や宿主，分布については，Mo－

ravec（1982，1987，1994）を見られたい。c c〟一

元敏αはZhukov（1960）が色丹島のアメマス

（サケ科）の腸から記載した線虫である。Mor－

avec and Nagasawa（1985）は，本種（P．

ざα九g存扇として）を京都府由良川のヤマメ，岡

山県青井川のアマゴおよび宮崎県大淀川のヤマメ

（全てサケ科）の腸から報告した。彼らによると，

関（1975）が北海道然別湖のオショ・Pコマ［ミヤ

ベイワナか］とこジマス，静内湖のアメマス，奥

新冠湖のアメマスとオショロコマ（全てサケ科）

からえたG砂沼加克sp．は本種らしい。本種の生

活史は解明されていないが，中間宿主は貧毛額ら

しい（MoravecandNagasawa，1985を参照）。

P（AeudocQilhlria）tomentosa（Dujardin，

1843）Moravec，1987

（＝77ichosomum tomentosum Dujardin，1843；

G砂言放7庖柳ブYamaguti，1941）

Yamaguti（1941）は，福井県小浜のウグイ

（コイ科）の腸からえた雌成虫に基づいてC．

喝滋を記載した。これは本種の異名とされた

（Moravec，1987）。Moravec and Nagasawa

（1989a）は本種を東京都多摩川のウグイから報

告した。本種の分類や宿主，分布については，

Moravec（1987，1994）を見られたい。生活史は

明らかでない（Moravec，1987，1994）。

Secernentea亜綱

Ascaridida日

Ascaridoidea上科

Anisakidae科

Goezia oncor勿nchiFujita，1940

Fujita（1940）は，北海道増毛のサケ（サケ

科）の腹腔からえた幼虫に基づいて本種を記載し

た。この幼虫は，食道腺［胃盲轟？］と膀盲轟を

もつが，角皮輪も皮萩も欠いている。Margolis

（1982）は幼虫のGoα衰属への所属を疑ってい

る。Shimazu（1991）は，脱皮途上にある，同属

の第4期幼虫を記載している。Fujitaの幼虫は

この幼虫とは形態的に著しく異なるので，Mar一

golisの考えは正しいと思う。本種が淡水種かど

うかも分からない。

勒steYVihylacium aduncum（Rudolphi，1802）

DeardorffandOverstreet，［1981］

［＝AgCαγね　α血乃Cα　Rudolphi，1802；

ConirtlCaeCum勿4）OmeSiFujita，1932；C．okaddi

Fujita，1940；C．salveHniFujita，1940；C．mesqpi

Fujita，1940；C．oshort）enSe Fujita，1940；H

Okadai（Fujita，1940）Deardorffet Overstreet，

［1981］；H salvelini（Fujita，1940）Deardorff

etOverstreet，［1981］］

藤田（1932）は，チカ［ワカサギ］（キュウリ

ウオ科）（産地は示されていない）の腹腔，茨城

県亨固沼のニシソ（ニシソ科）の腹腔およびオホー

ツク海のベニザケ（サケ科）の腸と腹腔からえた

雌［未熟？］に基づいてC．勿如meSfを記載した。

Fujita（1940）は，北海道千歳川のアメマス（サ

ケ科）の宋成照の胃からえた雌雄に基づいてC．

0烏α（お古とC．5d衰庇扇を記載した。宿主の種名
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（5bねeJ玩びプ邦αJ玩α）は今日のオショロコマを指

すが，当時この種名はイワナ類に用いられており

（本稿でも，所々に経換する），北海道内のイワナ

類の分布からみて，Fujitaの宿主は今日のアメ

マスである（Moravec et al．，1985も参照）。Fu－

jita（1940）は，石狩川のワカサギの腹腔からえ

た未成熟な雌に基づいてC．meg卸才，さらに忍路

のサケの未成魚［稚魚？］と石狩川のワカサギの

腹腔からえた未成熟な雌に基づいてC．0gゐγPe乃－

5g［原つづりはC．血hm狐ぬ］も記載した。

Moravec et al．（1985）はこれらの5種をH

αゐ乃Cα刑に含めている。他の異名については，

Moravec（1994）を参照されたい。本種は分布

も宿主範囲も極めて広く，その分類は歴史的に混

乱してきたが，Deardorff and Overstreet

［1981］によって一応の決着をみた。本種は古く

から海産魚類の寄生虫として知られていた。しか

し，Moravecgfα乙（1985）は，北海道塘路湖に

おいて，成虫をアメマスやサケ稚魚　チチブ［ヌ

マチチプか］（ハゼ科），ヌマガレイ（カレイ科）

の勝と胃から，未成熟虫をハナカジカ（カジカ

科）の腸から，さらに後期第3期幼虫をジュズカ

ケハゼ（ハゼ科）とェゾウグイ（コイ科）の腸お

よびウキゴリ／、ゼ科）やチチプ，ワカサギの腹

腔と腸間膜から検出し，また成虫を千歳膵化場の

ニジマスの腸と胃からも見出した。Moravec

andNagasawa（1986）は，本種の第3期幼虫を

上記の酵化場のヨコエビ（A乃ゐ聯∽∽αγ〟ご

みが）（端脚目甲殻類）から見出して，全生活史

が淡水域で完結していることを示した。Yo－

shinagaetal．（1987a，b）は，第3期幼虫を塘路

湖のイサザアミ　ひね0乃砂ごねゐ乍ねme励）（アミ日

甲殻類）から見出し，同湖産ワカサギ由来の第3

期幼虫をニクマスに感染させて第3期幼虫から成

虫への発育を追い，その成虫からえた虫卵の発生

と幼虫の膵化を観察し，さらにその醇化幼虫を霞

ケ浦産イサザアミへ感染させることができた。こ

の一連の実験で，彼らは，本種が生活史を淡水域

で完結すること，被鞠性第2期幼虫が醇化するこ

と，被鞠性第2期幼虫は醇化とは無関係にイサザ

アミに感染すること，幼虫がイサザアミの血体腔

内で第3期幼虫にまで発育すること（脱皮は確認

していないが），などと結論した。しかし，K直e

（1993）は，本種の海産塾では，幼虫が卵殻内で

2回脱皮すること，醇化第3期幼虫の被帝は第2

期幼虫の角度であること，この第3期幼虫は種々

の甲殻類に感染し，その体内で第3期のままで発

育すること，一定の発育の後に初めて魚類や甲殻

叛以外の動物に感染できること（甲殻類は中間宿

主であることを意味する），などを明らかにした。

R頑hidascaJis bi乙uakoe77Sis Fujita，1928

（＝R．g癖Fujita，1928；R．plecqglossi Fujita，

1928）

藤田（1928）は，琵琶湖のウグィ，ホソモロコ，

ハス，ヒガイ（以上コイ科），アユ（アユ科）お

よびイサザ（ハゼ科）からえた未成熟の雌に基づ

いて見ろ如α如e乃壷を記載した。寄生部位は，

日本文本文では腹腔であるが，英文要旨では腸で

ある。同湖のギギ（ギギ科）の腸からえた雌雄

（雌は未成熟）に基づいて凡g妙も記載した。

さらに，同湖のウグィ，ホソモロコ，ハス，スゴ

モロコ（コイ科）およびアユからえた未成熟の雄

［雌とされているが，下記のとおり雄］に基づい

て月．やわcogわ55才も記載した。寄生部位は，日本

文本文では腹腔であるが，英文要旨では胸腔であ

る。原記載を読むと，屈．鋸加αわβ乃ぶ由と属．

〆gc曙わ55は穿孔歯をもつので幼虫である

（Yamaguti，1935）。この2種は雌性生殖器官の

構造上の遣いで区別されているが，後者の虫体は

記載と園（fig．6）からみて明らかに雄である

（Yamaguti，1935）。Kataoka and Momma

（1934）は，琵琶湖とその流入河川のアユの腹腔

ときには腸から属．ろ如α如β乃由と月．がgcOgわssg
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をえて，2億の計測値を記しているが，全て雌で

あったという。同地産のアユとニジマス（サケ

科）の胃と腸から雌雄の凡gな亨も報告し，本種

の基準標本（雄）も簡単に記載した。Yamaguti

（1935）はギギ（産地と寄生部位は示されていな

い）からえた雌成虫を風g頭として記載した。

クモロ∵コ（コイ科）とどリンゴ（ハゼ科）［産地

は示されていない］の腹腔からえた幼虫を見

ろ如α如β乃5怨に同定し，さらえ　ろ如α烏Oeプ乍由と

属．封ecogわざぶ　を属．一gな才の異名とした

（Yamaguti，1961も参照）。Yamaguti（1941）は，

桂川［京都府内か］のハス（コイ科）の腹腔から

も凡gなすの雌雄の幼虫をえている。しかし，見

ろ如α如β乃通が掲載貢のうえで最初に出ているか

ら，学名には属．∂まねα如純血を当てるべきであ

る（Smith，1984）。Moravec and Nagasawa

（1989a）は，琵琶湖のウツセミカジカ（カジカ

科）の胃と腸から第3，4期幼虫を報告した。片

岡・門馬（1932）は，琵琶湖のノロ（枝角目甲殻

類）の血体腔から属卸ゐ才血gCαγ怨属幼虫を見出し，

この幼虫が風．如加如切那公か且がgc呼わざ嘉であ

ると推察している。Moravec et al．（1998）は，

琵琶湖においてノロから大きな（体長が5mm

をこえる）幼虫をえて，これを属．か奴晩毎切那鹿

の第3期幼虫と同定した。高い寄生率からみて，

ノロが真性中間宿主としてアユや待機宿主への重

要な感染源となっていると述べている。この線虫

の第1，2期幼虫，またノロ（食性は描食性とい

うよりも，むしろ吸体液性と考えられている）へ

の幼虫の感染法は依然として不明である。

Seuratoidea上科

Cucullanidae科

CおculhlnW q少riniYamaguti，1941

Yamaguti（1941）は，琵琶湖のコイ（コイ

科）の腸からえた雌雄の成虫に基づいて本種を記

載した。本種はC．（C伽C〝7gα乃〟ざ）dOgね7才

Krotas，1959（欧州のコイ科魚類に寄生）によく

似ている（Moravec，1994）。

C．gなブFujita，1927

Fujita（1927）と藤田（1927b）は，琵琶湖の

ギギ（ギギ科）の腸からえた雌雄（雌は未成熟）

に基づいて本種を記載した。

aJC〟J払乃∽（γ嘲肋gとおC乃ブぬ）か切放zg

Fabricius，1794

MoravecandNagasawa（1989a）は，本種を

北海道サロべツ川のイトウ（サケ科）腸から報告

した。閑（1975）が北海道然別湖のオショロコマ

［ミヤベイワナか］（サケ科）からえたCおC鋸7－

あ乃∽Sp．幼虫および莱倉ら（1984）が海産サク

ラマスからえたC〟C〟〟血狐Sp．は本種と考えら

れるという。本種の分類や生活史，分布について

は，Moravec（1994）を参照されたい。第2期

幼虫が階化し，中間宿主のアソモシーテス内で第

3期幼虫となり，これが終宿主に感染する。

Quimperiidae科

励onema bicomit Boyce，1971

Boyce（1971）は，北海道千乗川のアメマス

（サケ科）の腸と廉ならびに千充用，教生川，遊

楽部川および余市川のCo肋岱卵胞α［ハナカジ

カか］（カジカ科）の腸から，本種を新属新種と

して記載した。本種は北海道静内潮のアメマス，

発寒川の／、ナカジカ，滋賀県野洲川のカジカから

も記録されている（閑，1975；Moravec and

Nagasawa，1989a）。

Spirurida目

Camallanoidea上科

Camallanidae科
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Camallanus cotiiFujita，1927

（＝C．zacconisLi，1941；C．jbteddri Raina et

Dhar，1972）

藤田（1927a）とFl扉ta（1927）は，琵琶湖の

ナマズ（ナマズ科）やオイカワ，／、ス（ともにコ

イ科）の腸および秋田県田沢湖のカジカ（カジカ

科）の腸からえた雌雄の成虫に基づいて，本種を

記載した。Yamaguti（1935，1941）も，オイカ

ワ，カワムツ，ウグイ（以上コイ科），ドソコ，

Cゐαe乃聯あお∽αCア聯α紘フぶ［ェドハゼか］，ヨ

シノポリ（以上ハゼ科）（いずれも産地は示され

ていない）の腸と直腸からえた雌雄の成虫を記載

した。MoravecandNagasawa（1989a）は，琵

琶湖のウツセミカジカの直腸から報告した。本種

の分額や宿主，分布については，Moravec　and

Nagasawa（1989a）を見られたい。

ProcamalldnwpamsihlriFujita，1927

藤田（1927a）とFujita（1927）は，琵琶湖の

ナマズの胃（後者の論文では腸）からえた未成熟

雌に基づいて本種を記載した（種名如佗繭戒

は誤記）。Yama糾lti（1935）も，成熟雌と未成

熟雄を記載したが（宿主と産地は示していない），

雄では交接刺が1本だけであったという。

Dracunculoidea上科

Anguillicolidae科

A7御方批∂お（A柳Z批0わ古壷ざ）cmぶ∽

Kuwahara，NiimietItagaki，1974

（＝Aク柳illicold cmssus Kuwahara，Niimi et

Itagaki，1974）

Kuwahara et al．（1974）は，静岡県浜松市付

近で養殖されていたヨーロッパウナギとニホソウ

ナギ（ウナギ科）の簾からえた雌雄の成虫に基づ

いて，A cms狐（種名をCクⅦざαとして）を記載

した。被開性幼虫がまれに子宮内で酵化すること

と線虫の盤内での吸血法も述べている。亜属につ

いては，Moravec（1994）を見られたい。江草

ら（1969）は，静岡県青田町の養殖池のウナギに

ついて，1年間隔月に，本種（広瀬ら，1976を参

照）の寄生率，寄生数，寄生部位の病理学的変化，

宿主への影響などを調べた。彼らはまた，生活史

に関連して，雌虫体が寮内で崩壊すること，その

靡内に醇化前後の幼虫が見られること，その醇化

幼虫と鰊堂内の幼虫は形態的に似ていること，幼

虫が気道管と消化管に見られること，ウナギへの

感染は水中で起こること，などを示唆した。シラ

スウナギとして輸入されるヨーロッパウナギも日

本で感染をうけることも示した。本種が寄生する

と，ヨーロッパウナギはニホソウナギに比べて，

寄生率・数が高く，摂餌量が減少し，死亡率が高

まる（広瀬ら，1976；Egusa，1979）。広瀬ら

（1976）は，愛知，静岡両県の養殖池のヨーロッ

パウナギからえた本種を調べて，崩壊した雌から

でる虫卵から膵化した被鞠性幼虫（発育期は示さ

れていない）は，簾壁に侵入してもやがてそこで

死滅すること，気道管と消化管を通って外界に出

ること，ケソミジソコ（励即効桓甜椚血お）

（境脚目甲殻類）の血体腔内でよく発育し，感染

後1週間してウナギへ感染できること，などを示

した。幼虫はケソミジソコ内で1回脱皮し，さら

にウナギの腹腔内でも一定の発育をするが，この

過程での脱皮は確かめられていない（広瀬一美，

私信）。ここまでは日本の研究者が明らかにした

が，それ以降の研究は欧州の研究者によってなさ

れている。Moravec（1994）のまとめによると，

被鞘性第2期幼虫はウナギの消化管を下る間か下

った後に酵化し，第2期幼虫はケソミジソコ体内

で1回脱皮して第3期感染幼虫となり，第3期幼

虫はウナギの無内で2回の脱皮を経て成虫となる。

主にケソミジソコ頬が真性中間宿主となる。レプ

トケファルス以降のウナギが感染中間宿主から第

3期幼虫に感染する。ウナギ以外の魚類も中間宿

主から第3期幼虫に感染し，幼虫を腹腔内に宿す
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ので（時には第4期幼虫となる），小さい魚類は

待機宿主として役立つ（Moravec，1996を参照）。

Moravec（1996）はさらに，巻貝（Galba co71

犯等）も待機宿主となることを示した。

A．（Aプ雛才措cOお）gわ鋸C卸gYama卯ti，1935

（＝A．globic密SYamaguti，1935）

Yamaguti（1935）は，静岡県浜名湖産ウナギ

の無からえた成虫に基づいて，本種を新属新種と

して記載し，本属を基準属として新科AnguilN

licolidaeをFilarioidea日に設けた。幼虫も記載

し，幼虫が最後の脱皮を鯨の梁膜下組織の中で行

ってから磨艦内に移行すること，多数寄生の場合

は廉壁が著しく肥厚していることを述べている。

生活史は不明である。広瀬ら（1976）によると，

本種のウナギへの寄生は極めてまれである。

Philometridae科

Clauhwmapa7Wiht7iYamaguti，1935

Yamaguti（1935）は，京都府巨椋地産ナマズ

（ナマズ科）の鯉蓋の内側および顎下の結合組織

からえた成熟雌に基づいて，本種を新属新種とし

て記載した。卵胎生種らしいが，幼虫はえられて

いない。後にみるように，彼はまた同産地で同宿

主の限嵩からPゐ才わプ究め協力αγ俗言血豆もえている。

C．如化成虎雄＝㍉如化成戒とは頭部と尾部に

乳頭がない点および食道腺がより小さい点で異な

るが，頭部乳頭は見落とされたのであろうし，残

りの区別点は虫体の成熟の程度に依存するので，

雌成熟虫がえられるまで，Cわび飯の究α属は独立

展とは受け入れられない（Rasheed，1963）。積熊

（1921）は名古屋市付近のナマズの鯉蓋から雌成

熟虫をえている。肛門，陰門∴隠　乳喋突起がな

く，側腺が広く，幼虫が子宮内に満ちていた。こ

れは未同定であるが，本種かも知れない。

Philometru qpsariich物ゐYamaguti，1935

Yamaguti（1935）は，琵琶湖のハス（基準宿

主）の腹腔からえた未熟雌およびオイカワ（とも

にコイ科）の腹腔からえた成熟雌に基づいて本種

を記載した（誤記により，種名を卸ぶαJgcゐ晦′ゐ

として）。保科・早粟（1952）は，本種の雌が鳥取

県岩美郡福部村多稔池のワカサギの腹腔に高率に

寄生していること，寄生率・数はワカサギの年齢

に比例して高くなること，また感染魚と非感染魚

で肥満度に差がないことを観察した。彼らは雌成

虫を記載し，体長が7．0～10．0mmの雌幼苦虫に

陰門の開在を認めている。Rasheed（1963）は，

Yamaguti（1935）の2つの記載を比較して，本

種を後出のク．如撒繭巌の異名としている。

Pゐ言わ7ク乍g加古ゐαプ御方〃dg（Ishii，1916）

Rasheed，1963

［＝ダ言わプ庖α柳ggkgIshii，1916；f物わ仇だわⅦα抄

guilhle（Ishii，1916）Yamaguti，1935］

石井（1916b，1931）は，東京と愛知県豊橋の

ウナギ（ウナギ科）の限窟内組織からえた雌虫体

を且αプ堺gJわgとして記載した。稲熊（1921）は

名古屋市付近のナマズの眼富から雌成虫を簡単に

記載し，且αプ堺gg血βと同定した。受胎虫は，淡

水中で，頭端付近で破れ，子宮内の幼虫を散らせ

た。Yamaguti（1935）は，石井が食道腺を見落

としているに連いないから，本種はP鬼才わmgわⅦ

属に置かれるべきであるという（Yamaguti，

1961も見られたい）。Rasheed（1963）は本種を

アゐ言わ777gか扇滋ぶ属に移した。石井（1916b，1931）

によると，本種は日本ではまれなものではない。

P．ca7WSii（Ishii，1931）Nakajimaet

Egusa，1977

［＝j巧あわαC（Zmぶ5ggIsbii，1931；アゐ言わmeか℃Cαγ郡－

sii（Ishii，1931）Yamaguti，1961］

石井（1931）は，東京産フナ（コイ科）の尾鰭
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の鰭条間からえた雌成虫およびそのからえた幼虫

をF canssiiの仮名のもとに記載した。Ishii

（1934）はこれを再記載した。Yamaguti（1961）

は本種をクゐ抽mgかⅦ属に置いた。中島・江草

（1977a）は，千葉県市川市内の釣堀のフナから

えた雌成虫を簡単に記載し，分類学的再検討を行

って，本種をクゐ抽mgfmg政吉属に置き，さらに

本属の標徴を少しく改定した。彼ら（197乃）は，

同じ由来の受胎虫について，寄生部位や宿主への

影響，体腔液の色，幼虫産出行動を観察した。彼

ら（1977C）は，受胎虫からえた第1期幼虫の各

種条件に対する抵抗性を調べた。本種の生活史は

部分的に分かっている。石井（1931）とIshii

（1934）は，幼虫がケソミジソコ（エわ乃乃OCα血乃多岱

5玩β乃壷）（境脚目甲殻類）に嘩下されると，胃，

腸と下って血体腔にでて，そこに被重しないで8

日間生きていたと述べている。中島・江草（1977

d）は，東京都水産試験場のアムールブナ由来の

第1期幼虫を実験的にケンミジソコ，オナガケソ

ミジソコおよびヒメケソミジソコに感染させて，

幼虫は胃から血体腔に移行すること，幼虫は感染

後2～5日間に発育するが，その後は発育しない

こと，などを明らかにしたが，20日間に幼虫の脱

皮を認めなかった。なお，Moravec（1994）で

は，本種はP sanguinea（RudoIphi，1819）の異

名とされ，生活史がまとめられている。

P qやYini（Ishii，1931）Nakajima，1970

（＝月勉祓目頭而最Isbii，1931）

石井（1916C）は，コイの「フィラリア」病を

解説し，東京産ヒゴイの鱗の下からえた雌の成虫

およびその成虫からえた幼虫を詳しく記載し，感

染経路および本病の予防と撲滅についても論■じた。

彼はその後（1931），この線虫をj巧ぬク元のやγ玩才

と仮に呼んだ。中島（1970）は，島根県水産試験

場高捧川試験池のコイからえた雌成虫を記載し，

分煉学的再検討を行って，本種をヱ視言わmgか扇あざ

属に置いた。本雀の異名については，Moravec

（1994）を見られたい。篠原（1970）は，同試験

池のコイにおける本種の寄生状況，母虫内での幼

虫の成長と膵化母虫の魚体外脱出と幼虫産軋

そして各種薬剤の幼虫殺虫効果について報告して

いる。日本では雄は知られていない。後藤

（1978）は，群馬県伊勢崎市の養魚場のコイから

えた成虫と幼虫を記載し，幼虫のケソミジソコ

（励叩頭かSp．）体内での発育（脱皮したらしい）

などを調べた。クゐ〟ロブ究e如才ゐsp．としているが，

本種であろう。生活史は主にロシアで研究された。

第1期幼虫が産出されること，ケンミジソコが中

間宿主であること，幼虫がこの宿主内で2回脱皮

して第3期幼虫になること，この幼虫はコイの腹

腔内にしばらく留まった後に肝臓と腎臓に侵入し，

そこで脱皮して第4期幼虫となること，この幼虫

は無塵へ移行し，そこで脱皮し成虫となること，

成虫はそこで交尾し，交尾後の雌は腹腔と筋層を

通って鱗下にでること，などが明らかにされてい

る（Moravec，1994を参照）。本種は，日本以外

に，旧ソ連邦の各地のコイに見られる。

P masu（Fujita，1940）Rasheed，1963

（＝劫グわmgかⅥ桝が〟Fujita，1940）

F房ita（1940）は，北海道帯広川の0乃COr砂抄

Cゐ∽　桝が0〟の腹腔からえた雌成虫に基づいて

Philometm masuを記載した。Rasheed（1963）

はこれをクゐ言わmgfγ0才deぶ属に移した。藤田

（1943）は，マスとヤマべ［ヤマメ］を区別した

うえで，本種の宿主をマスとしているので，宿主

は帯広川に遡上したサクラマスであろう。Mora－

VeC and Nagasawa（1989b）は雌成虫を北海道

サロべツ川，声間川および猿払川のイトウの腹腔

からえて，その形態を詳しく記載した。Shimazu

（1981）は“philometrid”線虫を北海道釧路川水

系と別寒辺牛川水系のイトウとアメマスの腹腔か

らえたが，これは本巻である（長浄和也，私信；
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Moravec and Nagasawa，1989b）。本種の生活

史は未解明である。上記の宿主と産地からみて，

本種は淡水種に違いない。Fujita（1940）の記録

は，サクラマスは海洋生活中も本種を腹腔内に保

持し続けることを示す。

PPamsihtri（Yamaguti，1935）

Ermolenko，1984

（＝PhilomeわⅦPaク闇ihtriYamaguti，1935）

Yamaguti（1935）は，京都府巨椋池のナマズ

（ナマズ科）（基準宿主）の限窟およびドソコ（ハ

ゼ科）の腹腔からえた雌成虫に基づいて本種を記

載した。Yamaguti（1941）は雌成虫を長野県諏

訪湖のナマズの限窟からえて，本種の尾部乳頭に

ついて論じている。Ermolenko（1984）は，極

東ロシアのハソカ潮の劫m血おg混成からえ

た雌雄を記載し，本種をj視涼∽βわ℃和才虚言属に

移した。ここでの中間宿主はケソミジソコ

（Acα乃娩0秒C毎夕ぶり言わゐ）である。

Philonema oncor7ynchiKuitunen－

Ekbaum，1933

（＝P ochoienseFujita，1937；P．kondaiFujita，

1939；P．salvelini F房ita，1939；P tenuicauda

Fujita，1939；P．elongahm3Fujita，1940）

藤田（1937a，1943）は，オホーツク海のベニ

ザケの幽門垂上からえた雌雄の成虫をP．

oc加わ乃geとしてに記載した（藤田，1937bも参

照）。Fujita（1939）は，雌雄の成虫をP．

fe乃〟fcα〟血として記載した（宿主や寄生部位，

産地を示さなかった）。これらの2種を原記載と

付図で比較すると，幼虫の計測値を除けば，両種

はよく似ている。これらの2種は同一材料に基づ

いて記載されたに違いなく，したがって同一種と

看倣される。Fujita（1940）によると，P．

tenuicaudaはサケにも寄生する。Fujita（1939）

は，カムチャツカのVivinckaya産サケの腹腔か

らえた雌雄の成虫に基づいてヱお粥血才を，また

択捉島“Rausu”醇化場のアメマスの腹腔からえ

た雄の成虫に基づいてP．駅頭元払扇も記載した。

Fujita（1940）は，秋田県田沢湖のクニマス（サ

ケ科）の腹腔からえた雌雄の成虫に基づいてP．

gわプ唱切払∽（種名をgわプ堺おとして）を記載し

た。Nagasawa et aL（1987）に従って，これら

の5種をク．β乃CO吻乃C毎の異名としておくが，

これらは雄の肛門前後の乳頭の数でいくらか異な

っているようである。日本ではその後の研究はな

い。Anderson（1992）とMoravec（1994）は生

活史をまとめている。雌は魚類の腹腔内に第1期

幼虫を産み出す。幼虫は，おそらく魚卵とともに，

外界に出る。中間宿主はケソミジソコであり，幼

虫はその体内で2回の脱皮を行い第3期感染幼虫

となる。ケソミジソコが魚類に描食されると，幼

虫は腸壁を貫通して腹腔に出て，主に廉の簗膜内

に集まる。降海佐サケの場合，第3期幼虫は淡水

域で稚魚に感染し，その後サケの生殖腺の発達に

ともなって第4期幼虫ついで成虫となり，交尾す

る。雌は腹腔に出てから急速に成長し，子宮内に

第1期幼虫をもつようになり，サケの淡水域での

産卵に合わせて，幼虫を放出する。分布と宿主を

みると，日本では東北のクニマス（本魚種は既に

絶滅したらしい）が確かな例であるが，北海道と

東北のサケ科魚類に寄生していると思う。次項も

見られたい。国外では，極東アジアと北米のサケ

科魚類に広く寄生する（Margolis，1982；Mora－

VeC，1994）。

用言めzg∽αSp．

これは，関（1975）が北海道パソケトーのアメマ

ス（サケ科）からえた。詳細な分類学的研究を要

する。

Habronematoidea上科

Cystidicolidae科
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CbWiidicohlbnvicauddFujita，1939

Fujita（1939）は，択捉島“Rausu”酵化場の

オショロコマ（サケ科）の腸からえた雌の成虫に

基づいて本種を記載した。Margolis（1968）に

よると，口腔部分の構造が不明であることや雄が

未知であることのために，所属を決定できないが，

本種はq′誠広coわオゐ属のものかも知れない。

KoandAnderson（1969）も，寄生部位（腸）ゆ

えに，本種はq塔だ滋co血属（鯨寄生）には属さ

ないとし，未確定種としている。

C．mes卸iFq5ita，1940

F房ita（1940）は，北海道塘路湖のワカサギ

（キュウリウオ科）の腸からえた雌雄の成虫に基

づいて本巻を記載した。Margolis（1968）は，

本種がq扇城加庖属のものであるらしいとしな

がらも，口腔部分の構造がよく分かっていないの

で，その決定を留保している。KoandAnderson

（1969）は，Fujitaの記載が不十分であること，

また藤田が1920年～1940年に他の　8種を

q塔だ成coわ属に記載したにもかかわらず，それ

らを他の属に移したことを理由に，本種を未確定

種としている。

C．minuiw Fujita，1940，

necRodhainetVuylsteke，1934

［＝C．chika Fujita，1941；Metabronema

mhutium（Fujita，1940）Yamaguti，1961］

Fujita（1940）は，北海道石狩川のワカサギの

腹腔からえた成虫［雌だけ？］に基づいてC．

∽乃乃あお（種名を乃祓撒血とトて）を記載した。

C．Cゐ戊αほC．∽玩〟おに対する新名である

（Fujita，1941）。Yamaguti（1961）は本塩を

Metabronema属に移した。Margolis（1968）に

よると，口腔部分の構造が不明であることや雄が

未知であることのために，所属を決定できないが，

q75方城coわオ滋ぶ属に入るかも知れない。彼は種名

としてCゐ戊αを用いている。C．∽わ2㍍ねび　Rod－

hain et Vuylsteke，1934はRhabdochona属に移

されている（KoandAnderson，1969）。

q融通加庖sp．

これは福井県下の河川のヤマメ（サケ科）の腹

腔からえられた線虫であり，また同種と思われる

ものが鰊内に普通に見られるという（加藤，

1964）。詳細な分・類学的研究を要する。

Sblvelinema amemasu（Fujita，1939）

Margolis，1968

［＝Metabronema amemasu Fujita，1939；

Cystidicola amemasu（Fujita，1939）Rasheed，

1965］

Fujita（1939）は，択捉島“Rausu”醇化場の

アメマス（サケ科）の腸からえた雌の成虫に基づ

いてM．amemasuを記載した。Yamaguti

（1961）は本種をM canadense Skinker，1931の

異名とした。Rasheed（1965）は本種を仮に

Gystidicola属に置いた。Margolis and Kabata

（1967）は，本種および以下の〟∴加∽均」眈

加古αgg，〟．0乃COγゐッ乃C鬼才，〟efα∂γ0乃gmα

ぶαJ〃gJZの才の4種が5αねだ猿乞e∽α　ざαJmO扇cogα

（Ishii，1916）Margolis，1966かS．waLberi（Ek－

baum，1935）Margolis，1967と同一種と考えてい

る。Margolis（1968）は，口腔の構造から，本

種を＆血扉玩抑鰭属に移した。

S．iwana（Fujita，1928）Margolis，1968

［＝q′言だ成cOおおα乃αFl扉ta，1928；〟βおろ和乃β∽α

iwana（Fujita，1928）Ftjita，1937］

藤田（1928）は，繋琶湖のイワナ（助ZがgJ玩∽

∽α如才αとして）（サケ科）からえた雌雄の成虫に

基づいてC．如α乃αを記載した。寄生部位は，日

本文本文では腹腔，しかし英文要旨では胸腔とな

っている。藤田（1937）とFujita（1939）は本
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種を〟βおろ和乃抑7α如α乃αとしているが，その理

由は述べていない。Margolis（1968）は，口腔

の構造および雄では複乳頭が総排泄孔より前にあ

ることから，本種を5おお誠乃β∽α属に移した。

且kosLqii（Fujita，1939）Margolis，1968

（＝Meiabronemakos喝滋Fujita，1939）

Fujita（1939）は，択捉島“Rausu”膵化場の

アメマス（サケ科）の腹腔からえた雌雄の成虫に

基づいてM．koszqiを記載した。Rasheed

（1965）は本種がq融通加庖属の一員と考えた。

Margolis（1968）は，口腔の構造から，本種を

5おおgJ玩gmα属に移した。彼は，Fl扉ta（1939）

が雄では総排泄孔より前に単乳頭があると誤って

記載したとみている。

SloncoYhynchi（Fujita，1939）Margolis，1968

［＝Mehlbnnema oncorhynchi Fujita1939；

q′ぶfZdgcogα　β乃COγ毎のC鬼才（Fujita，1939）

Yamaguti，1961，neCF房ita，1921］

Fl扉ta（1939）は，択捉島“Rausu”酵化場の

ヤマメ（サケ科）の腹腔からえた雌雄の成虫に基

づいてM oncoYhynchiを記載した。Yamaguti

（1961）はこれをC仰視奴庖属に移した。Ra－

Sheed（1965）は本種とつぎのc c血加郎硯滋（鰊

寄生）が同一種であり，さらにC画弱奴庖属の

ある種と同一種であるとしているが，その種につ

いては記載も命名もしていない。Margolis

（1968）は，口腔の構造および雄では複乳頭が総

排泄孔よ　り前にあることから，本種を

励み誠閃emα属に．置いた。

S sabnonicokz（Ishii，1916）Margolis，1966

［＝A乃砂mCα乃娩描　占め乃0扇co血Ishii，1916；

Cysiidicola sahnonicola（Ishii，1916）Fujita，

1927；C．chiiosensゐFujit，1940］

越田（1905）は，北海道のサケ幼児［放流され

なかった稚魚らしい］やマス［ヤマメかサクラマ

ス稚魚］，カバチエツポ［ヒメマス］（以上サケ

科）の廉からえた雌雄の成虫，虫卵，膵化幼虫お

よびヨコノミ［ヨコエビ］（Gα∽∽αγ揖Sp．）（端

脚目甲殻類）の血体腔からえた幼虫を（初野γね

sp．［頻り〟γ怨sp．の誤り］として簡単に記載した。

また，宿主とヨコノミ捕食との関係も述べている。

越田はこの線虫を北海道千歳鮭鱒僻化場のマス稚

魚の應内から最初に見出した（岡軋1935）。石

井（1916a，1931）は，同醇化場のマス稚魚の廉

からえた雌雄の成虫と幼虫に基づいて，越田の線

虫をA．5αg娩0乃ブco血として詳細に記載した。藤

田（1927b）は本種をC卿肘奴庖属に移した。藤

田（1931）は，千歳産マスの線虫（石井の研究材

料と同一と思われる），青森県相坂村養魚場のニ

ジマス（サケ科）の麿の線虫および樺太多蘭泊酵

化場のサケ稚魚の鯨の線虫を，C．ざα加0扇coねと

して記載し，石井（1916a）の記載の誤りを正し，

他種との比較を行った。Yamaguti（1935）は琵

琶湖のイワナ（Sbね誠乃∽∽αゐ乃αとして）の鯨

から雌成熟虫をえている。岡田（1935）は，千歳

醇化場のニジマス，ヤマメおよびサケ稚魚からえ

た成虫について，形態を詳しく観察し，また宿主

におよぼす影響をのべた。Fujita（1940）は，千

歳川の幼君サクラマス［ヤマメ？］の簾からえた

雌雄の成虫に基づいてC．C鬼才わ5gがねを記載した

が，これとC．ざαJmO乃fcOわの区別点には触れて

いない。櫻井・坂井（1943）はC．ぶαgmO乃fco血を

北海道塘路湖のワカサギの無に認め，成虫と虫卵

を記載し，寄生状況を報告した。福井（1961）は

青森県のサケ稚魚の無と腹腔からC∴氾あ犯扇ね血

をえた。Margolis（1966）は，本種を

Sblvelinema属に移した。Margolis（1967）はさ

らにC．　Cゐわざgのぶね，カ　ムチャ　ッ　カ　の

SbhJelinema crLgtaiaTrofimenko，1962および樺

太の乃g〝くわmgおろγ0乃gmα　ぶαC如才わ7g乃5g Bog－

danova，1963をその異名とした。Margolis and
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Kabata（1967）は口腔とその周辺の構造を明ら

かにした。Margolis（1968）は，上記の

助ね誠乃gmα属に置かれた種は全て本種の異名か

も知れないとさえ述べているが，寄生部位の違い

には触れていない。本種の生活史はある程度分か

っている。虫卵は気道管と消化管を通って外界に

排出される。幼虫が外界で醇化するかどうかは分

かってはいない。中間宿主は千歳醇化場ではヨコ

ノミであったが（越田，1905），青森県六枚場氏

川のヨコエビ（劫mmOem鹿0扇Cα）から第3期

と思われる幼虫が見出されている（Moravec

andNagasawa，1986）。塘路湖にはヨコノミは産

しないので，中間宿主はワカサギの飼料生物のう

ちのヨコノミ以外のものである（櫻井・坂井，

1943）。幼虫は，魚類の消化管内で中間宿主から

出て，気道管を経て麿に移行し（越田，1905），

鰊内で1回脱皮して成虫になる（岡田，1935；櫻

井・坂井，1943）。本種は北海道のヤマメと養殖ニ

ジマスには珍しくない（莱倉，1968）。本種はサ

ケ，ギソザケ，ヤマメ，べニマス，ニジマス，ア

メマス，イワナなどのサケ科とワカサギを宿主と

して，択捉島と色丹島，北海道，青森，新潟，石

川，滋賀の各県から記録されている（Nagasawa

gf　αgリ1987，1989）。国外の分布については，

Margolis（1967，1982）を見られたい。

S．salvelini（Fujita，1939）Nagasawa，

UrawaetAwakura，1987

［＝Meiabnnema salve肋i Fujita1939，neC

（Fujita，1922）Baylis，1935；Mibhiii Fujita，

1941；Rhabdochonaishiiii（Fujita，194D

Yamaguti，1961；S．ゐhiii（Fujita，1941）Mar－

golis，1968］

Fujita（1939）は，択捉島“Rausu”醇化場の

アメマスおよび樺太多蘭泊のサケの腸からえた雌

雄の成虫に基づいて朋15戚加粛扇を記載した。

肱　なあガ　は肱　ぶαわβ飯　に対する新名である
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（Fujita，1941）。Yamaguti（1961）は，種名とし

てゐ屁露をとり，本種を月毎ああC如乃α属に移し

た。Margolis（1968）は，口腔の構造から，本

種を5おおβ偽7g雛α属に移した。彼は，種名として

ighiiiを採用して，新組合せをSlishiii（Fujita，

1941）としている。彼はまた，Fujita（1939）が

雄では総排泄孔より前に単乳頭があると過って記

載したとみている。一方，Nagasawa et al．

（1987）は，ぶαねβ助言も適格であるから，先取権

の原則に従って，新組合せとしてS gαね留め正

（Fl扉ta1939）を提案した。

郎hdtecね岱gなどFujita，1927

Fujita（1927）と藤田（1927b）は，琵琶湖の

ギギ（ギギ科）の腸からえた雄成虫に基づいて本

種を記載した。Yamaguti（1935）も，ギギ（産

地は示されていない）の胃からえた雌雄の成虫を

記載し，Fl所taと藤田の原記載の誤りを正した。

Yamagutiand Nisimura（1944）は，佐賀県鳥

栖付近の小川のミナミヌカエビ［ミナミヌマエ

ビ］（ヌマエビ科）の頭胸部の筋肉内から本種の

幼虫をえた。

SlmogumdaeYamaguti，1935

Yamaguti（1935）は，京都府巨椋池のドソコ

（ハゼ科）の胃と腸からえた雌成虫に基づいて本

種を記載した。

5ねγ血とわCゐ0乃α砂丘emgガ血相∽（Linstow，1872）

Nagasawa，UrawaetAwakura，1987

［＝PYla7ia密hemeYidantm Linstow，1872；⑳i71

0PierusalveliniFijita，1922：Cysiidicolasalvelini

（Fujita，1922）Fujita，1928；Meiabronema

Salvelini（Fujita，1922）Baylis，1935，neCFujita，

1939；q′誠広cOgg（わざ　ざαねβ加古（Fujita，1922）

Dollfus et Campana－Rouget，1956；Sterliado－

Chonasalvelini（Fujita，1922）Roytoman，1967；
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qLStidicoloides密hemeridantm（Linstow，1872）

Moravec，1981］

藤田（1922）は，北海道支第湖のアメマスとヒ

メマス（サケ科）の腸からえた雌雄の成虫に基づ

いてまぶα九g加古を記載した。藤田（1928）は，

本種を琵琶湖のイワナ（5われ誠乃捕∽αJmαとし

て）の腸からもえて，本種を〔加戒成加庖属に移

した。Yamaguti（1935）も，雌雄の成虫を同湖

のイワナ（且∽αゐ乃αとして）の胃と腸からえて，

本種（C．ぶαねβ〟乃才として）を簡単に記載した。

本種は，Baylis（1935）によってMeiabYVnema

属，Dollfus and Campana－Rouget（1956）によ

ってqJSiidicoloides属，Roytoman（1967）によ

って5ねγ払ZとわCゐ0乃α属へと移された。今日では，

本種はj巧肋γぬ密ゐe∽β宛血相肌の異名とされて

いる。その学名と　して，SねγgαdOC如乃α

密hemeridantm（Linstow，1872）Nagasawa，

Urawa et Awakura，1987とCystidicoloides

密hemeridanml（Linstow，1872）Moravec，1981

の2つが行われている。ここでは前者を採用する。

この線虫は，ヤマメ，ヒメマス，アマゴ，ニジマ

ス，アメマス，ミヤベイワナ，イワナなどのサケ

科魚額の胃の寄生虫として，色丹島を含めて，北

海道から九州までの各地から記録されており

（MoravecandNagasawa，1985；Nagasawa et

α左1987），またユーラシアと北米にも広く分布

している（Moravec，1994を参照）。Moravec

（1994）によって生活史をみると，産下される虫

卵は第1期幼虫を含んでいる。中間宿主はカグロ

ウ（カゲロウ目昆虫類）であり，幼虫は2回脱皮

して第3期感染幼虫となる。長野県北部では，中

間宿主はフタスジモソカゲT＝クである（Shim－

azu∴1996）。終宿主の胃内で，この幼虫は2回脱

皮して成虫となる。魚類が待磯宿主となることも

知られている。

Cystidicolidaegen．sp．

これは熊本県菊池川のヤマメの胃からえられた

幼虫である（MoravecandNagasawa，1985）。

Hedruridae科

Hedntris b73，ttOSiYamaguti，1935

Yamaguti（1935）は，兵庫県朝来川のオヤニ

ラミ（スズキ科）の胃と腸からえた成熟雄と未成

熟雌に基づいて本種を記載した。Yamaguti

（1941）は，福井県小浜のドソコ（ハゼ科）の腸

から雌雄の虫体を報告し，基準標本についても雄

の肛門周辺の乳頭を再記載した。

Physalopteroidea上科

Physalopteridae科

HbliconemaanguillaeYamaguti，1935

Yamaguti（1935）は，産地不明のウナギ（ウ

ナギ科）の胃からえた多数の雌雄の成虫に基づい

て本種を記載した。彼によると，本種は頭部の形

態においてクγβわ　れは属によ　り近く，

ガ誠ccO ee∽α属には仮に置いたもので，別属に属

する。

Thelazioidea上科

Rhabdochonidae科

月ゐαあ（ねCゐ0乃αCOm乃αCα〝とおBelouss，1965

本種はロシア沿海州ハソカ湖の魚類から記載さ

れたものである。日本では，琵琶湖のハス（コイ

科）からも報告されている（Moravec，1975；

Moravec etal．，1981）。

R．denudaia honshuensis Moravec et

Nagasawa，1980

MoravecandNagasawa（1989a）は，山梨県

富士川のオイカワ（コイ科）の腸からえた成虫に

基づいて本亜種を記載した。月．〔お花αあお（Du－

jardin，1845）Railliet，1916は，欧州から極東ア
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ジアにかけて主としてコイ科魚類に寄生する。中

間宿主はカグロウ（カゲPウ目昆虫類）である

（Moravec，1994を参麿）。森ら（1998）は，本亜

種を奈良県高見川でカワムツ，ウグィ，オイカワ，

タカハヤ（全てコイ科）などから兄い出し，カワ

ムツにおける月別寄生率，体長と寄生数，体長と

成熟虫数を調べた。

R．如onicaMoravec，1975

［＝R．zacconisYamaguti，1935，partim］

Moravec（1975）は，Yamaguti（1935）の

風ZαCCO乃由の標本のうち，アカザ（ギギ科）の

腸からえられた標本（雌成虫）に基づいて本巻を

記載した。本種の産地と且ZαCCO乃怨との関係に

ついては，Moravec（1975）とMoravec et al．

（1981），および凡ZαCCO乃怨の項を参照されたい。

R．oncoク句・nChi（Fujita，1921）Fujita，1927

［＝Cysiidicoh10nCOYhynchiFujita，1921；C．ルー

jiii Fujita，1921；R．salvelhd Fujita，1927；R．

Mii（Fujita，1921）Fujita，1927；R．amLqO

Yamaguti，1935；R．oncorhynchiFujita，1940］

藤田（1916）は，北海道札幌の小川のサケ稚魚

（サケ科）の腸に線虫（C独㍑混血那応として）を認

めた。藤田（1921）は，札幌の小川（複数）のサ

ケ稚魚の腸からえた雌雄の成虫に基づいて，これ

をC．β乃CO勿乃C屁として記載した。北海道支参

湖のヒメマスとアメマス（サケ科）の腸からえた

雌雄の成虫に基づいてC．鯛も記載した。Fu－

jita（1927）と藤田（1927も）は，琵琶湖のイワ

ナ（サケ科）の腹腔からえた雌雄の成虫に基づい

て属．α拍摺仏扇［属名属ぬるめCゐ77αは誤り］を記

載した。寄生部位については，Moravec扉（止

（1981）を見られたい。藤田（1927b，1928）は上

出のC．0乃CO吻乃C滋とC．カ折方を属ゐα占くわCゐロ乃α

属に移した。Fujita（1940）はさらに，新種R．

mm句硯劇を札幌のサケ幼魚［稚魚？］の腸か
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らえた雌虫に基づいて記載したが，本種と且

OnCOYhynchi（Fujita，1921）との関係や区別点に

ついては何も述べていない。Yamaguti（1935）

は，但馬地方（兵庫県北部）のアマゴ（サケ科）

の腸からえた雌成虫に基づいて，凡α∽卿を記

載した。Yamaguti（1941）は，富山県

“Ozidaira”のイワナ（5bねe血沈S mαわ乃αとし

て）の腸から雌雄の成虫を，また福井県小浜のド

ソコ（ハゼ科）の腸から雌雄の未成熟虫を報告し

た。Yamaguti（1954）は，長野県開田村新高の

冷川のイワナ（おおe肋岱刀α加αとして）の腸

と幽門垂から雌雄の成虫を記載した。Yamaguti

（1961）はこの2種を同種と看倣している。福井

（1961）は，R．oncor砂nchi（Fujita）とR．on－

cO吻乃C以Fujitaは同一種と考え，また青森県相

坂膵化場のサケ稚魚から凡073Cの句′乃C鬼才をえた。

Rasheed（1965）はR．amqoを後出のR．zac－

∝朋由の異名としたが，この2つは別種である

（Moravec，1975；Moravec et al．，1981）。Mar－

golis（1968）は，文献に広範囲にあたって，サ

ケ科魚類の属触る血Cあの乃α属の日本種として，風

0乃CO句作C妨　風力妨私　見ざαJぴg助言，兄α∽喝■ロ

を挙げている。Moravec（1975）とMoravec et

αエ（1981）は，北海道の教生川，酉別川上流，

千走川，および本州の“Owada”川，十和田軌

中禅寺湖のサクラマス（ヤマメ）やブラウソトラ

ウト，ニジマス，アメマス，カワマス（全てサケ

科）からえた材料（産地と宿主の関連は示されて

いない），藤田のC．一向頑と且∴戒加混扇の標本

（多分総基準標本の一部）およびYamagutiのR．

α∽曙ロの基準標本を観察し，その結果と文献上

の記載を照合して，新たに月．如才払　え

ぶαお城乃ブおよび月．α∽柳を属．mCの句乃C鬼才

（Fujita，1921）の異名とした。なお，”Owada”

川は奥入瀬川である（Nagasawa etal”1987）。

本種の成虫には，口腔の左右の側歯牙に二叉型と

尖頭塾がある（Itogfα左1990）。この2型の種と
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しての意義はまだ解明されていない。本種の生活

史は深くは研究されていない。中間宿主は長野県

北部ではフタスジモソカゲロウ（カグロウ目昆虫

類）である（Shimazu，1996）。分布をみると，

日本では，色丹島を含めて，北海道から九州まで

の各地で，サケ稚魚やヤマメ，アマゴ，イワメ，

ヒメマス，ニジマス，アメマス，イワナ，ブラウ

ソトラウト，カワマスから記録されている

（MoravecandNagasawa，1985；Moravecetal．，

1985；Nagasawaetal．，1987）が，極東域のサケ

科魚類にも広く寄生している（Moravec，1975，

1994）。

R．わiden物■eYis Yamaguti，1941

Yamaguti（1941）は，福井県小浜のチチブ

（ハゼ科）の腸からえた雌雄の成虫に基づいて本

種を記載した。

R．zacconis Yamaguti，1935

Yamaguti（1935）は，長野県（産地は特定さ

れていない）産オイカワ（コイ科）（基準宿主）

とアカザ（ギギ科）の腸からえた雌雄の成虫に基

づいて，本種を記載した。Moravec et al．

（1981）は，Yamagutiの標本を再観察した結果，

オイカワの線虫とアカザの線虫は別種であること

を知り，学名属．盈打α購壷をオイカワの線虫に当

てはめ，アカザの線虫を未記載種として残した。

すでに述べたように，Moravec（1975）は後者

を新種見知0扇Cαとして再記載した。Moravec

efα7．（1981）はまた，北海道の阿寒湖や千歳湖，

千乗川および琵琶湖のウグイ（コイ科）とオイカ

ワ（産地と宿主の関連は示されていない）から

且gαCCO乃由をえて，ウグイからの材料を記載し

た。Moravec et al．（1981）はYamagutiのR．

ZαCCO乃由の原標本について述べている。Mora－

VeC and Nagasawa（1989a）は，本種を北海道

天ノ川，青森県蟹田川，長野県千曲川，東京都多

摩川のウグイから報告した。Moravec et al．

（1998）は，静岡県興津川で，本種のウグイにお

ける発育を調べた。本種の分類と分布については，

Moravec（1975）とMoravec and Nagasawa

（1989a）を参照されたい。

属血通わC如乃αSp．

これは，閑（1975）が北海道パソケトーと豊平

暁のアメマスからえた。詳細な分類学的研究を要

する。

考　　察

以上で，日本産淡水魚類から記録された線虫叛

を，多少の検索もれがあったとしても，ほとんど

全て拾い上げていると思う。研究は，越田

（1905）に始まり，1916年以後には，藤田（Fひ

jita），石井（Ishii），Yamagutiなどによって

1940年代まで活発に行われた。その後は，既知種

の分類学的再検討が主に国外の研究者，例えば

MargolisとMoravecによってなされている。

サケ科魚類の線虫の多くは，幼虫期に基づいて命

名記載された。これがその後の研究にかなりの混

乱を引き起こした。多くの種は他種の異名とされ

たが，はたして正しいことであったであろうか。

原標本の多くは現存していなかったり，現存して

いたとしても既に乾燥していたりで，原標本の再

観察による分類学的再検討はできないことが多い。

本稿にみるように，日本産淡水魚類からは2亜

綱3日8上科11科21属41種と4未同定線虫が知ら

れている。これ以外に，1965年～1966年に，北海

道の一着鱒場のニジマスに流行した一線虫がある

（莱倉，1968）。サケ科魚類，コィ，ウナギなどに

寄生する線虫がかなり詳しく研究されてきたのは，

これらの魚類が水産上重要なものであったためで

あろう。線虫のうちには，1～2回研究されただ

けで，その後は全く研究されていないものがある。
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日本にはおよそ150～170種の汲水魚がいる（後

藤，1987）。このうち，線虫類の宿主として記録

されたのは40数種にすぎない。産地としては，北

海道と近畿（琵琶湖）が目立ち，他の地方は散発

的に出てくるにすぎない。これは，線虫類の分布

というよりも，調査された地域の片寄りを反映し

ているらしい。

生活史からみると，わずか9種についてかなり

の程度まで分かっている。残念なことに，今日の

研究はほとんど国外の研究者によってなされてい

る。

各水域で，全魚種（魚類の分類も日々に変わり

つつある）について，それも定期的に，線虫の調

査研究が望まれる。これによって，各線虫につい

て，宿主由来の変異や地理的変異も分かり，分類

学的研究が進展し，宿主の範囲や分布も明らかに

されるであろう。各線虫の生活史も，寄生動態も

含めて，解明されなければならない。日本では，

宿主となりうる動物の生態学的研究がかなり活発

に行われているので，この分野の研究者が寄生虫

へも関心を向け，その寄生虫の存在を自己の研究

に活用していくことも期待したい。
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